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《健康宣言》

私たちは、「未来の元気を創造する」企業として、経営の源である社員一人ひとりが、

心身ともに健康で、いきいきと働き続けることができる会社をつくります。

2022年10月1日

一冨士フードサービス株式会社

代表取締役社長大西博史

《目 標》

①健康診断受診率

2023年度目標100％ 2021年度実績97.8%

②健康診断における有所見率

2023年度目標68.0% 2021年度実績70.8%

③ストレスチェックにおける高ストレス者比率

2023年度目標10％以下 2021年度実績11.4%

一冨士フードサービスは社員の健康管理を経営的な視点で考え、心身の健康増進
につながる、健康管理体制を充実させ、社員の健康づくりを推進し、この事業活
動を通じて世の中すべての人の健康づくりに資することで、社会に貢献してまい
ります。

《基本方針》

社員の「からだの健康」「心の健康」「社会的健康」の側面から、健康維持・増進を支援し、

安全で安心して社員がいきいきと働くことができる職場環境づくりを推進します。

《健康経営推進体制》
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